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在宅療養者の褥瘡発症と看護ケアとの関連

―全国の訪問看護ステーション利用者の調査から―
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目的　全国の訪問看護ステーションを対象に褥瘡発症割合の試算と有症率，褥瘡の予防的ケアと

発症後のケア内容，褥瘡が発症している対象の特性を把握し，褥瘡発症に関連する要因とケ

アの検討を行った。

方法　1995年10月に全国の訪問看護ステーション934ヵ所全数を対象に，在宅療養者の褥瘡有症

率と関連する特性について調査を行った。その後の発症状況と褥瘡予防および発症後のケア

内容との関連を明らかにするために，その中で回答が得られた620施設を対象に，1996年11

月1日～1997年10月31日を調査期間として，施設調査と褥瘡発症者に対する個別調査につい

て郵送調査を実施した。294施設（47.4％）から回答があり，褥瘡有症者は1,208人であっ

た。そのうち両調査票共に回答がある215施設（有効回答率73.1％），褥瘡有症者864人を有

効回答とし，これらを分析の対象とした。

成績　対象とした215施設の全利用者数10,750人中褥瘡有症者数は864人であり，1997年7月1日

現在での褥瘡有症率は8.0％（95％信頼区間 : 7.5～8.6）であった。また，1996年11月1日

～1997年10月31日までの1年間で新たに褥瘡が発症した総数は397人であり，褥瘡発症割合

を試算すると3.7％（95％信頼区間 : 3.3～4.1）であった。試算した褥瘡発症割合をもとに

施設を3区分し，非発症群（n＝61），5％未満発症群（n＝68），5％以上発症群（n＝68）の

3群間比較を行ったところ，非発症群ほど，体位交換回数（p＝0.044），褥瘡ケアアセスメ

ント基準あり（p＝0.015）が有意に多かった。1995年と1997年の褥瘡有症率の差をもとに施

設を3区分し高度減少群，軽度減少群，増加・不変群の3群間比較を行ったところ，高度減

少群ほど非常勤看護婦数が多く（p＝0.001），アセスメント用紙使用ありと答えた施設が多

かった（p＝0.059）。褥瘡発症の状況は，身体各部位別で仙骨部が45.6％，深度Ⅱに占める

割合が39.4％と最も多かった。ブレーデンスケールスコアの平均合計点は12.7点であり，在

宅でのカットオフポイントとして18点が目安となる可能性が示唆された。

結論　訪問看護ステーション215ヵ所の褥瘡有症率は8.0％，褥瘡発症割合は3.7％であった。こ

れらはいくつかのケア内容と関連がみられ，在宅での褥瘡ケアに関する知見が得られた。
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